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ミャンマーミャンマー

財界利益優先の政治許すな

住民投票やるべきではない

おおさか医科・歯科九条の会

ジャーナリスト・西谷文和氏が講演

大阪市を
よくする会
「
都
構
想
」
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策

署
名
４
万
３
６
７
７
人
分
を
提
出

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

日
本
歯
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

理
事
長 

長
谷
川　

了

現地の歯科医との出会い

　

１
９
６
０
年
代
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

「
東
南
ア
ジ
ア
の
優
等
生
」
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
豊
か
な
国
で
、
ウ
タ
ン
ト

国
連
事
務
総
長
を
輩
出
し
た
事
を
記

憶
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
の
軍
部
の
ク
ー
デ

タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
、
鎖

国
継
続
で
最
貧
国
と
な
っ
て
し
ま

い
、
私
が
訪
れ
た
当
時
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
は
日
本
の
戦
後
間
も
な
い
頃
の
よ

う
で
し
た
。
戦
前
の
ま
ま
の
鉄
道
に

丸
２
日
以
上
揺
ら
れ
、
未
舗
装
道
路

を
ポ
ン
コ
ツ
車
に
１
日
以
上
乗
っ
て

中
国
国
境
近
く
ま
で
訪
れ
た
事
が
懐

か
し
く
思
い
返
さ
れ
ま
す
。

劣
悪
な
環
境
に
心
痛
め
た

劣
悪
な
環
境
に
心
痛
め
た

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
各
地
を
回
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る

劣
悪
な
環
境
に
心
が
痛
み
、
訪
問
の

た
び
に
学
用
品
等
を
持
参
し
寄
贈
す

る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
活
動
を
通

じ
て
、
現
地
の
多
く
の
知
識
人
た
ち

と
の
交
友
が
生
ま
れ
、
こ
の
人
脈
が

現
在
の
活
動
の
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
特
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

歯
科
医
師
の
ト
ン
ト
ン
ト
ウ
ェ
先
生

と
当
時
の
ヤ
ン
ゴ
ン
歯
科
大
学
学
長

テ
イ
ン
チ
ュ
ー
先
生
と
出
会
っ
た
こ

と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
両

先
生
と
も
日
本
に
留
学
し
て
い
た
経

験
が
あ
り
、
日
本
語
が
と
て
も
堪
能

な
方
で
す
。
両
先
生
か
ら
お
話
を
伺

い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
歯
科
事
情
を
見

て
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
本
業
で
あ

る
歯
科
医
療
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
ス
ー
チ
ー
女

史
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
テ
イ

ン
ミ
ョ
ウ
イ
ン
先
生
と
知
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
の
も
幸
運
で
し
た
。

治
療
は
応
急
処
置
が
中
心

治
療
は
応
急
処
置
が
中
心

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
近
年
、
軍
政
か

ら
民
政
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
長

年
に
わ
た
る
欧
米
の
経
済
制
裁
な
ど

の
影
響
で
国
内
、
特
に
地
方
の
経
済

は
疲
弊
し
き
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
住
民
の
大
多
数
は
自
身
の
健
康

に
費
や
す
だ
け
の
余
裕
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

一
部
の
篤
志
家
や
寺
院
が
運
営
す

る
慈
善
病
院
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
医
師
、
歯
科
医
師
が
中
心
と

な
り
地
方
住
民
の
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
各
病
院
で
は
治
療
器
具

や
機
材
は
少
な
く
、
治
療
環
境
は
劣

悪
で
あ
り
、
患
者
は
朝
か
ら
門
前
市

を
な
す
有
り
様
で
す
。
歯
科
治
療
は

抜
歯
の
み
の
応
急
処
置
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。
経
済
開
放
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
の
は
一
部
の
都
市
の
企
業

家
の
み
、
大
多
数
の
地
方
の
農
民
に

は
現
金
収
入
は
な
い
の
が
実
情
で

す
。

 

（
つ
づ
く
）

ス
ー
チ
ー
女
史
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の

テ
イ
ン
ミ
ョ
ウ
イ
ン
先
生
（
左
）　
　

③

白
書
が
示
す
給
付
と
負
担

　

厚
生
労
働
白
書
（
厚
生
白

書
）
は
、
１
９
５
６
年
（
昭
和

31
年
）
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ

て
以
降
、
そ
の
時
々
の
経
済
・

社
会
情
勢
を
反
映
す
る
形
で
、

社
会
保
障
の
制
度
・
政
策
的
分

析
と
改
革
の
世
論
形
成
を
担
っ

て
き
た
。
勿
論
、
厚
生
労
働
白

書
の
み
で
、
医
療
保
険
に
関
し

て
厚
生
労
働
省
や
国
の
思
惑
・

政
策
の
狙
い
を
読
み
解
く
こ
と

は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
国
民
が
各
種
審
議
会
の
議

事
録
や
具
申
・
建
議
・
答
申
を

読
む
こ
と
は
日
常
的
で
は
な
い

中
、
厚
生
労
働
白
書
は
、
国
民

た
。
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら

国
民
皆
保
険
制
度
実
施
に
当
た

っ
て
、「
給
付
割
合
に
つ
い
て

も
５
割
以
上
と
し
、
国
民
健
康

保
険
財
政
の
強
化
と
相
ま
っ

て
、
漸
進
的
に
向
上
を
期
す
る

こ
と
」（
１
９
５
９
年
度
版
白

書
）
と
し
、
少
な
く
と
も
給
付

割
合
を
５
割
に
し
、
一
部
負
担

を
５
割
以
下
と
す
る
方
向
性
を

明
白
に
し
た
。

１
９
６
０
・
70
年
代
は

負
担
「
３
割
」
を
志
向

　

１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、

７
割
給
付
、
３
割
一
部
負
担
移

行
を
明
確
に
し
て
い
っ
た
。
１

９
６
０
年
度
版
白
書
は
、「
必

要
な
と
き
に
い
つ
で
も
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
給
付
率
の
引
上
げ
を
は

か
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
の
一

部
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
を

７
割
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
る
」（
１
９
６
０
年
度

版
白
書
）
と
将
来
的
に
は
被
用

者
も
含
め
て
７
割
給
付
へ
の
意

欲
を
示
し
、
実
際
、
１
９
６
６

年
の
国
民
健
康
保
険
法
改
正
で

７
割
給
付
、
３
割
一
部
負
担
を

実
現
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
被
用
者
本
人
は

が
も
っ
と
も
手
に
取
り
や
す
い

年
報
で
あ
り
広
報
誌
と
の
位
置

付
け
も
あ
る
。
従
っ
て
、
極
め

て
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
表
現

を
用
い
、
世
論
形
成
に
は
十
分

役
だ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
白

書
の
分
析
は
、
厚
生
労
働
省
の

医
療
保
険
制
度
の
方
向
性
の
一

端
を
知
る
適
切
な
素
材
で
あ

る
。１

９
５
０
年
代
は
負
担

「
５
割
以
下
」
を
目
指
す

　

国
は
、
１
９
５
８
年
に
国
民

健
康
保
険
法
等
の
改
正
を
行

い
、
１
９
６
１
年
に
は
「
国
民

皆
保
険
制
度
」
を
実
行
に
移
し

10
割
給
付
で
一
部
負
担
も
な
い

こ
と
か
ら
、
全
体
の
給
付
割
合

統
一
に
向
け
て
、
国
民
健
康
保

険
や
健
康
保
険
家
族
給
付
の
給

付
割
合
が
焦
点
と
な
っ
て
き
た

が
、
１
９
６
０
年
代
後
半
に
な

り
、
被
用
者
本
人
の
一
部
負
担

導
入
と
の
方
向
に
舵
を
切
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
１
９
６
７

年
の
健
康
保
険
特
例
法
（
２
年

間
の
時
限
立
法
１
９
６
７
年
９

月
施
行
）
に
よ
り
被
用
者
本
人

の
薬
剤
一
部
負
担
が
導
入
さ

れ
、
被
用
者
本
人
10
割
給
付
が

崩
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
年
代
初
頭
、
田
中

角
栄
首
相
の
下
、
日
本
も
福
祉

社
会
を
目
指
す
方
向
性
を
鮮
明

に
し
、
医
療
保
険
に
お
け
る
一

部
負
担
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
１
９
７
３
年
を
福
祉
元
年

と
位
置
付
け
、
老
人
福
祉
法
改

正
に
よ
り
老
人
医
療
自
己
負
担

分
の
無
料
化
を
実
施
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
健
康
保
険
法
を

改
正
し
、
そ
れ
ま
で
５
割
給
付

で
あ
っ
た
家
族
給
付
に
関
し

て
、
７
割
給
付
、
３
割
一
部
負

担
と
し
た
。
ま
た
、
療
養
の
給

付
に
伴
う
一
部
負
担
が
、
１
月

一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
超
過

分
を
申
請
に
よ
り
還
付
す
る
高

額
療
養
費
制
度
の
導
入
も
行
っ

た
。

　

福
祉
元
年
以
降
の
１
９
７
０

年
代
は
、
１
９
７
３
年
と
１
９

７
９
年
の
２
度
に
わ
た
る
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
高
度
経

済
成
長
が
終
焉
し
た
時
期
と
も

重
な
り
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず

国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
に

お
い
て
も
７
割
以
上
給
付
を
目

指
す
方
向
性
は
堅
持
し
た
。

 
（
つ
づ
く
）

拠拠根根のの一部負担金 ③
医医療保険における療保険における

立教大学教授
芝田英昭

物
化
し
、
民
主
主
義
・
立
憲

主
義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

き
た
経
過
を
報
告
し
た
。

　

取
材
や
支
援
活
動
を
続
け

る
イ
ラ
ク
・
中
東
の
情
勢
を

動
画
で
紹
介
し
た
。
紛
争
に

よ
っ
て
子
ど
も
や
女
性
、
若

者
の
人
権
が
奪
わ
れ
て
い
る

実
態
を
示
し
、
戦
争
を
裏
で

支
え
て
い
る
の
は
大
国
の
軍

需
産
業
、
財
界
利
益
優
先
の

政
治
と
説
明
し
た
。

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
は
、
講
演
会
「
コ
ロ

ナ
禍
と
憲
法
〜
世
界
か
ら
見

た
九
条
の
値
打
ち
、
日
本
・

大
阪
で
い
ま
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
」
を
８
月
30
日
に
保
険

医
会
館
で
開
い
た
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
九
条
の
会
お
お

さ
か
呼
び
か
け
人
で
も
あ

る
、
西
谷
文
和
氏
が
講
演
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
含

め
35
人
が
参
加
し
た
。

　

西
谷
氏
は
、
安
倍
首
相
の

辞
任
表
明
や
モ
リ
カ
ケ
問

題
、
検
察
庁
法
「
改
正
」
問

題
な
ど
、
首
相
が
政
治
を
私

急
で
あ
り
直
ち
に
中
止
す
べ
き
」
と

強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
市
民
へ
の
説
明
が
極

め
て
不
十
分
に
な
っ
て
い
る
と
批

判
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
作
成
さ
れ
た

「
協
定
書
案
」
の
ま
ま
で
住
民
投
票

を
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

し
て
い
る
。

　

特
別
区
設
置
に
は
初
期
コ
ス
ト
が

２
４
１
億
円
も
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
予
算
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
回
す
べ

き
で
あ
る
と
述
べ
、
住
民
投
票
を
中

止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
挙
げ

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

会
員
か
ら
は
「
住
民
投
票
は
前
に

実
施
し
た
の
に
、『
も
う
１
回
』
と
い

う
の
が
許
せ
な
い
」「
コ
ロ
ナ
禍
の

こ
の
時
期
に
や
る
べ
き
で
は
な
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
民
団
体
や
労
働
団
体
な
ど
で
つ

く
る
「
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
」
は

８
月
29
日
、
大
阪
市
を
廃
止
・
分
割

す
る
「
大
阪
都
構
想
」
の
住
民
投
票

を
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を

挙
げ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
署
名
を

市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し
た
。
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
署
名
も
含
め
、

合
計
４
万
３
６
７
７
人
分
を
集
約
し

た
。

　

署
名
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮

ら
し
と
営
業
が
危
機
的
状
況
に
あ
る

と
し
、
早
急
に
保
健
所
・
病
院
・
検

査
所
な
ど
医
療
・
防
疫
体
制
の
強
化

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の
拡
大
が
求
め
ら

れ
る
と
指
摘
。
市
民
や
事
業
者
へ
の

生
活
・
営
業
支
援
が
必
要
な
な
か
、

「
大
阪
市
を
廃
止
・
解
体
し
、『
特

別
区
』
を
設
置
す
る
作
業
は
不
要
不

　

大
阪
で
の
松
井
市
長
の
雨

が
っ
ぱ
回
収
や
、
吉
村
府
知

事
の
イ
ソ
ジ
ン
発
言
に
も
触

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
維

新
政
治
の
問
題
を
強
調
。
府

民
の
健
康
や
コ
ロ
ナ
対
策
よ

り
も
、
財
界
な
ど
一
部
の
利

益
の
た
め
に
「
大
阪
都
構

想
」
を
進
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
ず
、
各
分
野
か
ら
声
を
上

げ
て
い
く
時
で
は
な
い
か
、

と
訴
え
た
。

　レセプト・個別指導のご相談や
年金・休業保障制度のお問い合わ
せは直通番号をご利用ください。

◇レセプト請求、個別指導 
　06‒6568‒7467
◇年金、休業保障、労働保険 
　06‒6568‒7438
◇入会、登録情報の変更 
　06‒6568‒7731（代表）

紛争や「都構想」の背景
に利益誘導の政治がある
と話す西谷氏＝８月30日、
保険医会館


